
  

 

金融機関は決算書や試算表などで会社の数字を把握し、融資判断などを行います。その判断を行うための決

算書の勘定科目が正しく使われていなかったり、粉飾をされていると正しい融資判断ができず、金融機関目線

からすると付き合いたくない会社と思われてしまいかねません。今回、金融機関が嫌う勘定科目を知っていた

だき、金融機関から見て印象の良い決算書を意識していただければと思います。 

【金融機関が嫌う勘定科目の一例】 

●貸付金(短期・長期) 

まずは何といっても貸付金(短期・長期)です。融資を行う金融機関にとって、貸したお金がどこに流れている

かを常に確認しています。特に社長などへの貸付金があると、公私混同をしていてお金にだらしない会社なの

ではないかと思われてしまうので注意が必要です。金融機関からもそうですが、信用保証協会からの目線も厳

しく、融資審査のたびに信用保証協会から貸付金の内容やその返済状況などを追求されます。ただ、それを企

業側に確認するのは金融機関の担当者ですので、金融機関担当者が一番と言っていいほど嫌う勘定科目だと思

います。 

●棚卸資産 

中小企業が粉飾決算をする場合には棚卸資産を増減させて行われることが多いと言われていますので、金融機

関としては目を光らせている勘定科目です。金融機関は同じ業界の棚卸の平均と比較したり、棚卸資産回転期

間の推移を確認したりして、粉飾が無いかをチェックしています。金融機関では、多すぎる在庫は不良在庫が

あると疑ってきますので、理由などがある場合は決算説明などでその点を説明しましょう。 

●現金・預金 

現金の残高が大きく計上されていると、金融機関の目線からすると実際は無いのではないかと疑われます。企

業の規模や業種などにもよりますが、そのラインは大体 100 万円前後かと思いますので、企業は手持ちの現金

は少なくするべきです。年々現金の残高が膨らんでいると、実際は社長への貸付金なのではないかなど良い印

象を与えませんので注意が必要です。預金については各金融機関の残高証明書を決算書に添付することで、信

用度もかなり高くなりますので、添付することをお勧めします。 

●その他 

他には仮払金や仮受金、立替金などの勘定科目があげられます。これらは金融機関からするとどのような内容

か不透明で怪しいと思われかねません。例えば社長に対する仮払金や立替金は実態として貸付金として処理さ

れたり、赤字になってしまうから経費をこれらの勘定科目に振り替えているのではないかなど印象としてはあ

まり良くありません。 

それ以外に、経費の勘定科目の雑費も注意が必要です。雑費が多額に計上されていると、何でもかんでも雑費

で処理をしていて正しく会計処理がされていないのではないかと印象があまり良くありません。金融機関から

見たときに雑費は不透明な経費だと思われやすいので、なるべく使わず適切な勘定科目を使いましょう。 

【最後に】 

 金融機関は決算書を通して融資審査をしていますが、「融資審査は決算書 8 割」と一般的に言われるように

融資審査において決算書はとても重要なものです。利益を出すことや財務体質を良くすることももちろん大事

ですが、原理原則通りの会計処理や金融機関から見てわかりやすい決算書を意識することも重要です。融資を

スムーズに受けるためにも実態通りに処理をして金融機関から見て信頼のおける決算書になるように経営さ

れることをお勧めいたします。 
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